
第２４回職員研究交流集会IN京都
ニュース １号



24回目の職員研究交流集会・・・
毎年１年に１回、２１・老福連は職員研究交流集会を開催しています。

西暦の下２桁と、開催回数が同じだったのは

２０１９年開催
第１９回職員研究交流集会IN金沢 まで！

２０２０年に関東ブロックで開催することを進めていたところに…
世界中を混乱に陥れた新型コロナウイルスにより、2020年・2021年の開催を延期
しました。２年の期間を経て、

２０２２年に
第２０回職員研究交流集会を関東ブロックに

 より完全オンラインで開催！
※ オンラインを用いたのは老福連としては「初」の試み

続く翌年、

２０２３年に
第２１回職員研究交流集会を福島県にて、

 ハイブリッド形式により開催！
※ ハイブリッド形式で開催したのは老福連としては「初」の試み

続く翌年、

２０２４年に
第２２回職員研究交流集会IN大阪
久しぶりの完全対面開催

続く翌年、

２０２５年に
第２３回職員研究交流集会IN愛知
大阪に負けじと「愛知県」「長野県」「岐阜県」の３県より
６法人の実行委員体制を組み、大成功！

ついに、

２０１３年の第１３回以来となる「京都集会」です！
これまでの京都集会は、佛教大学や立命館大学の教室を
お借りして開催してきましたが、今回は、京都駅の目の
前にそびえたつ『京都タワーホテル』を初日の会場、京
都駅の南側にある『京都テルサ』を2日目の会場にして
執り行います。



研修テーマ
ほんま、福祉はたのしおすぇ

～ この魅力、未来につむごう ～

職員研究交流集会の実行委員会が最初に取り組むのは、集会の研修テーマ
を決めることです。

＊ 福祉や介護はおもしろい！でもそれが阻害されている事実がある。
＊ 利用者に向き合うと楽しいのに、邪魔されているから楽しくなくな

る事実がある。
＊ 制度の問題がある！職員が不足！福祉や介護の仕事の本質を経験さ

せてあげられない！
＊ 福祉って、誰のための仕事？福祉ってなに？本当の福祉って楽しい

もののはず！
＊ 福祉や介護の専門性は普遍的なはず！でもその専門性は変質してい

る気がする。
＊ 介護保険制度のなかでは、“経営”ばかりを意識せざるを得ない状

況が生まれている。
＊ 参加者と一緒に福祉の魅力について語り合いたい。
＊ がんばっている私たちの想いを共有したい。
＊ 福祉の魅力を未来の世代に紡いでいきたい。

実行委員会ではこれらの意見が共有されました。そして、かたちになった
今回の研修テーマ

ほんま、福祉はたのしおすぇ ～この魅力、未来につむごう～

私たちは、このテーマにそって京都集会の２日間の企画を考えました。

検索は、

老福連

ここを、

クリック



http://www.mwt-mice.com/events/shokuinkensyu-kyoto24

参加申込の方法

開催要綱に記載している名鉄観光サービスのページ（11㌻）
にあるURLもしくはQRコードにて、名鉄観光サービスの
申込専用サイトにてお申込みができます
（以下にもURLを載せます）。

この画面から申込ができます

参加申込期間 8月3日～10月30日

たくさんの方がお越しになるのを
心よりお待ち申し上げます
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